
9/199/199/199/19（（（（木木木木））））    ヤサシサヤサシサヤサシサヤサシサ××××ガガガガ××××ウレシイウレシイウレシイウレシイ    

 

Banjumrung滞在 7日目。帰国まであと 13日。 

 今日はバナナチップスの加工を見せてもらうため、7 時頃に起きて支度しました。相変わらずおばちゃんたちは早起きしていました。 

8 時過ぎにどうにか部屋を出て、自転車を飛ばして昨日のお宅へ！途中の道で野犬がウロウロしていて、私が通りすぎる時に鬼の形相で吠える＆噛みつこうとして、心臓が縮まる思いをしました･･･ 
 何とか目的地に着いた後は、実際にバナナチップスを揚げているところを見せていただきました。 作り方は昨日書いた通りでしたが、バナナをスライスする過程では、うっかり手を切るんじゃないかと心配してしまうほどスピィーディーでびっくりしました。 色々と質問したところ、ここでは 1人で作業しており、平日はチップスを作り、土日は収穫をするそうです（とろろ芋チップスは土・日・月に作る）。1袋 25g、1日で 20本のバナナを消費し、それでいて収入は 1000バーツ/日というのだから驚きです。 商品はコミュニティセンター内のショップに置かれるほか、「バナナネット」と呼ばれるインターネット販売も行っており、ここでは 1袋 30バーツで販売しているそうです。 

facebookで有田さんから「ドリアンチップスはハマるから気をつけろ」とコメントをいただきましたが、すでに私はバナナチップスにハマりかけています･･･ それくらい美味しかったし美味しそうでした。 

 その後はいただいた大量のチップスを home に置き、センターに戻りました。ウロウロしていたところ、ヴィロゥさんから声をかけられました。 雑談の中で「この村には学校があるのか？」という話題になり、じゃあ見に行くか！･･･ということで、数百 m 先にある学校へ向かうことになりました。 

2 階建ての小さな校舎には、全校児童が 63 名（女子しかいない学年もあり）、幼稚園と小学校が一緒になっていて、8 クラスに先生 4人という状況でした。そのためクラスにはテレビがあり、テレビ学習（TV teacher）で補うこともあるのだとか。 全てのクラスを見て回り、シャイな子供たちに挨拶したり、埃かぶった楽器やらミシンやらを触ってみたりと、ちょっと童心に返った気分でした(´▽｀) 子供たちは元気いっぱいでしたが、想像よりも大人しくて、周囲にも笑い声などの音漏れ？がほとんど無いように感じました。 ヴィロウさんもこの学校に通っていたそうですが、考えたらあのチュラロンコン大学を卒業したファンさんも同じく通っていたことになる訳で、学年が上の子供たちがカタコトながら英語が話せるところからも、規律のある素晴らしい教育が行われているのだなあと思いました。 ちょうど食事時になっていたので、「また明日来てね！」という先生方のお言葉を受けながら、センターに帰りました。 

 浅山ちゃんが「（タイ）ティーが飲みたいです」」と言ったため、センター内のショップにティーを買いに行きました。 大量の練乳＋大量の砂糖＋熱いお茶＋カップいっぱいの氷、というものですが、私は練乳を食べると蕁麻疹を起こすので飲めません･･･ので、ペプシで我慢です。 氷の量はティーと同じなので、熱さで氷が溶けることが無い分、ペプシの量が何だか少なくてちょっとガッカリしました。タイでは氷をたくさん入れて飲むのが主流のようですが、それはそれで限度というものがありそうな気がします･･･ 
 と、ここでミンさんという方に話しかけられました。ピチピチの高校生だそうです。英語がとても上手なので、昼食をはさみながら、村のことについて色々教えてもらいました。 



「何か見たいもの・行きたいところはあるか？」と聞かれたので、希呼の「お寺に行きたい」発言から、すぐ近くのお寺へと出発！ ただちょうど時間帯は昼過ぎ、尼さんたちはお昼寝タイムで邪魔してはいけないと言われたので、バイク（ミンさん）と自転車で境内（僧侶の住居など）をふらりと見て回りました。宗教のこととなるとサッパリなので、あまり質問できず申し訳なかったです。 

 センターに戻ってからは、また色々な雑談をしました。 日本では 4という数字が不吉なものとして扱われますが、タイにも Bad or Goodな意味を持つ数字があるのかとミンさんに尋ねたところ 

 ＜Bad＞ 

13･･･13日の金曜日から ＜Good＞ 

5･･･5＝ハーより、555（ハハハ）と笑うような音だから 

8･･･中国系の思想から（詳細不明） 

9･･･国王が 9代目であることから 

 という答えが返ってきました。 「国王が 10代目になったらラッキーナンバーも 10になるのか！」というツッコミを心の中でしつつも、なかなか面白い考えだなあと思いました。 

 それ以降は、お菓子を食べたりパソコン作業したり、ナコーンサワンという 400km 離れた町からやってきた団体の方と交流したりと、ゆったりした時間を過ごしました。 お客さんを観察していると、今日はどうやら Tシャツ売り場が大盛況で、浅山ちゃんと「あっあの Tシャツ無くなった」などと言い合うほどでした。 

 夕方には homeに帰って夕食をとりましたが 食事前に、あまりに脚が痒いので、パットゥーンさんに「虫刺されの薬はないか」と相談したところ、彼女はふらりといなくなったかと思えば袋を下げて帰ってきて、塗り薬と飲み薬を買ってきてくれました（飲み薬は処方されたようなやつ）！！ 噛まれた跡はアリが原因かと、一度は部屋にまで来て虫を探してくれました･･･ワガママ言って本当にごめんなさいﾟ(ﾟ´Д｀ﾟ)ﾟ 
 また明日もチップスの加工を見学してくるので早起きです。頑張ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


